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特性を J(ω)，測定計器の特性を L(ω) とすればp 一般
l乙A(ω) は






A' (ω) =H ¥，υ)也 r(ω) • J .ω). L (ω(2) 
で表わされる。ただし， 1 (ω)は最大深度 (64m)地点
の地君主の振幅特性であり， l' (ω) は任意の深度の地盤の
振幅特性である。 A'(ω) とA:ω) との比 A'(ω)/A(ω) 
は式(1)， (2) より
A' (ω)/A (ω)=1'(ω) /1 (ω
となる。よって振幅比は地盤の振幅特性の比となり，こ
の振幅特性の比を地盤の増幅度と考えることができる。
















す)の分布を図 3(α) 1乙示した。 ]¥)j直は深度36日1まで
は非常iζ小さい。 38m以深においては46m，60m深度十j
Eで比較的小さ l'f:J;その他の深度では大きく 50以 uこも
なっている。 Vsは深度の増大とともに大きくなり 3 地表
付近では96m/間三ヲ深度2.6m-22.2阻までは116m/ac 
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図 61乙1.OHz -10 .0Hzまでの帯域における振動性状を
示した。図より 3.15Hz-8.0Hzまでの周波数帯域におい






























で 0.5μ ，深度90mで0.48μ と平均振幅の約 2倍の値と
なっている。
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